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序

こ
の
小
論
は
、
丹
波
闘
桑
田
郡
川
原
尻
村
の
4

北
山
家
、
附
附
林
島
村
の
闘

樺
右
衛
門
家
自
嬰
還
を
具
幽
世
田
削
に
場
凶
器
し
で
、
立
世
「
ド
冶
り
る
地
主
の
経

笹
自
分
析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

河
原
尻
村
は
、
大
堰
川
の
支
流
七
谷
川
の
扇
吠
覇
地
上
仁
あ
b
、
戸
数

百
七
十
、
近
世
の
村
高
千
三
百
六
十
右
、
初
期
以
来
旗
本
領
で
あ
る
。
勝

林
島
村
は
、
大
堪
川
の
「
古
川
」
と
斬
洞
誼
k
D間
の
平
地
に

6
h
.
戸

数
入
十
、
村
高
は
主
百
七
十
石
、
畠
山
藩
領
で
あ
る
。
雨
村
共
仁
、
夫
々

大
堰
川
に
井
堰
を
設
り
、
殆
ん
E
全
耕
地
じ
濯
慨
し
て
い
る
水
田
農
村
で

ゐ
る
。
河
原
尻
村
白
遠
山
家
は
、
室
町
時
代
初
期
に
勝
林
島
領
、
王
と
な
っ

た
中
世
川
家
の
後
沓
で
あ
b
、
勝
林
島
村
田
闘
家
は
、
大
阪
方
残
紫
た
る

閥
勘
桝
由
白
一
族
と
稽
す
る
蹄
耐
震
武
家
で
あ
る
。
近
世
中
期
以
降
は
庄
屋

家
筋
v
と
さ
れ
て
い
る
が
、
近
世
初
期
の
地
位
は
毛
う
高
い
も
の
で
は
な
い
。

寛
文
有
年
遠
山
家
申
持
高
大
石
、
関
家
は
草
保
四
年
で
も
高
玉
石
に
温
き

近
世
地
主
目
紹
皆

闘

H国

也

な
い
。
こ
う
し
王
者
同
家
や
関
車
州
、
近
世
後
期
に
な
る
と
初
期
以
来
の

豪
開
設
に
代
っ
て
多
く
の
小
作
米
企
枚
納
す
る
地
中
一
に
な
っ
て
い
る
ロ
こ
れ

ι
O本
百
帥
M
Y
寄
生
地
主
化
し
て
い
く
締
品
骨
、
そ
の
誌
の
手
作
、
小
作
、

家
計
等
の
諸
記
抑
制
か
ら
考
綴
ず
る
と
共
に
、
地
方
縦
隣
自
費
展
や
農
村
構

浩
の
醐
出
港
白
中
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
考
察
す
お
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

従
っ
て
、
近
世
に
お
け
る
岡
村
の
構
造
り
箆
溢
と
そ
り
中
に
お
け
る
遠
山
‘

闘
家
白
位
置
づ
り
か
ら
考
察
し
よ
う
。

民
村
椿
蓮
の
同
盟
還
と
遠
山
、

近
世
初
期
の
大
堰
川
筋
農
村
で
は
、
封
建
領
主
や
士
豪
じ
よ
る
水
利
事

業
が
進
展
し
、
(
詰
1
)
農
民
に
よ
る
新
田
開
設
が
盛
ん
じ
行
わ
れ
士
。
河

原
尻
村
の
一
部
た
る
「
田
中
」
「
入
軒
家
」
等
は
そ
の
新
田
開
設
に
伴
う

分
村
で
あ
り
、
「
入
野
家
」
申
如
き
は
享
保
三
年
仁
出
来
た
も
白
で
あ
る
。

勝
林
島
村
は
、
「
上
島
一
「
中
島
」
「
下
島
」
の
一
一
一
部
落
仁
身
れ
、
毛
田

現
在
地
で
の
成
立
は
、
中
世
末
か
も
近
世
初
頭
と
み

ιれ
て
い
る
。
共
仁

閥
家
の
位
置

第
七
十
巻

七

iL 
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帥



近
世
地
主
自
紹
崎
直

「
古
川
」
東
岸
か
ら
の
新
国
分
村
で
あ
b
、
民
紳
変
墓
地
白
あ
る
奮
位
置

仁
は
今
日
で
は
人
家
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

雨
村
の
近
世
初
期
の
構
造
を
土
地
所
有
か
ら
み
る
と
、
表
一
の
遁
で
あ

る
。
遠
山
家
は
寛
永
二
十
一
年
で
は
、
高
二
十
五
}
れ
を
保
持
し
て
い
る
が
、

近世有」期白豊氏階居

間河原尻付l桝島村

寛2永ikI :草5丈寛1永~I 寛]7永

60石以上 。 1 1 1 I 

30_ 、1 1 。。
2σ 7 2 2 1 

8 10_ 16 13 7 
← 

10 7_ ]8 11 8 

5_ 9 11 ， 10 17 

お~ 18 18 20 

ミ日1_ "8 34 26 

1石且下 16 23 13 

官十 108 114 。。 114 

f中却J大 71< 名 地4置
寄帳

詰
考

成収 申現 幌

裏目寛
文
五
年
で
は
、
六
石
、
七
反
一
献
の
本
百
姓
と
な
っ
て
い
る
回
開
擢
右

衛
門
家
は
寛
永
年
間
仁
は
不
明
で
あ
る
。
表
一
白
大
土
地
所
有
は
師
長
武

家
が
多
く
、
ぞ
の
経
常
に
は
「
下
ヘ
L

や
「
門
家
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

盛
記
一
克
年
「
勝
科
島
付
改
め
」
じ
よ
る
と
、
「
門
家
」
を
含
め

τ干
へ

t

五
名
を
使
間
す
る
淑
左
衛
門
家
舎
は
じ
め

E
し

τ、
本
有
姓
四
十
」
八
戸
中

t
十
二
戸
止
で
が
「
門
家
L

や「

t
人
し
を
使
同
し
て
い
る
。
(
註
2
)
「
門

家
」
は
そ
の
家
族
と
共
に
主
家
の
「
干
人
」
と
し
て
帳
ト
に
は
包
括
さ
れ

第
七
十
巻

ーコ
八

第
四
披
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で
い
る
が
、
一
般
の
「
干
人
L

と
は
百
四
別
さ
れ
、
「
問
団
段
、
後
家
、
神
主
」

と
な
ら
ん
で
一
戸
と
認
め
ら
れ
、
隙
地
慌
上
白
土
地
所
有
色
認
め

ιれ
て

い
る
α
一
方
、
貧
し
い
本
百
姓
山
子
弟
五
十
八
名
が
「
京
奉
会
、
十
年

l

十
五
年
続
を
剥
b
申
候
」
と
し
て
年
季
草
公
一
ド
出
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
下

人
」
の
倒
立
化
リ
零
細
本
百
姓
化
を
可
飽
仁
し
た
白
は
、
集
約
農
業
に
よ

お
瓦
首
収
量
の
増
加
と
大
擢
川
筋
荒
地
の
隠
回
耕
作
で
め
る
。
「
京
奉
公
」

の
増
加
は
、
「
干
人
」
、
「
門
家
」
の
濁
立
化
と
共
に
、
土
豪
白
名
主
的
大

抑
制
瞥
の
務
働
力
を
不
安
定
に
す
る
も
の
で
あ
b
、
元
協
期
に
は
「
年
雇
下

男
」
や
「
日
雇
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
亡
、
漸
増
し
て
き
た
封
建
貰
程
(
元

晴
、
享
保
期
が
最
高
で
、
河
原
尻
村
は
高
の
五
割
大
分
、
が
林
島
村
は
七

割
一
-
一
分
)
は
、
近
壮
初
期
目
農
村
事
情
の
も
と
で
は
、
零
細
木
百
姓
の
上

昇
佐
川
線
に
す
る
と
共
に
、
土
豪
の
名
主
的
解
皆
守
分
桝
し
て
土
地
厨
有

の
細
分
化
を
進
酌
忍
も
の
で
あ
つ
に
。
表
一
仁
み
名
零
訓
土
地
所
有
の
増

加
傾
向
は
ぞ
う
し
た
事
情
で
串
る
。
元
職
期
は
、
土
哀
を
中
、
む
と
し
た
「
高

百
姓
」

ω村
議
支
配
に
到
し
て
「
4
百
姓
」
府
白
地
位
白
向
上
を
み
士
胸

換
期
で
あ
っ
士
。
勝
林
島
村
貞
事
五
年
(
兎
肱
一
耳
年
)
の
「
一
札
之
事
」

は
、
っ
年
貢
役
米
」
や
「
大
堰
川
井
根
」
の
費
用
世
「
一
一
白
剤
負
抱
」
に
し

よ
う
と
主
張
す
る
「
小
百
姓
」
方
が
錨
山
藩
に
訴
訟
し
、
勝
利
を
得
に
「
出

入
h
L
で
あ
る
。
号
し
て
そ
の
寸
出
入
b
」
の
結
刷
用
は
串
に
「
吉
岡
制
負
強

」
に

k
Eま
ら
ず
、
村
政
に
お
吋
る
「
高
百
姓
」
の
専
断
や
無
担
を
抑
え

る
も
の
で
あ
っ
七
。
(
註
3
)
、
ま
亡
、
判
原
尻
村
一
元
政
入
年
「
村
法
度
之
事
し

で
は
、
「
小
百
姓
惣
代
」
と
も
談
合
目
上
で
、
「
村
中
出
入
」
や
「
年
貢



未
謹
」
の
慮
置
に
つ
い
て
定
め
で
い
る
。
し
か
し
、
一
元
協
か
ら
享
保
初
期

に
か
け
て
の
、
城
下
町
を
中
心
と
し
た
商
品
結
問
自
設
展
は
、
封
建
貢
租

の
電
監
下
に
曲
め
ら
れ
な
が
ら
も
農
村
の
分
解
を
更
に
準
め
る

ι臼
で
あ

っ
七
。
零
細
京
肖
姓
の
段
落
ブ
々
し
て
小
作
農
化
を
み
る
他
国
に
、
木
百

姓
瞬
間
四
中
に
は
ぞ
白
手
作
を
措
践
し
、
叉
、
地
主
的
土
地
所
有
守
進
め
る

者
が
出
て
き
た
。
新
出
開
設
も
事
保
期
に
は
こ
う
し
む
帥
主
的
開
設
が
多

〈
、
亭
保
以
後
の
新
田
開
設
は
全
く
停
滞
し
て
い
る
。
彼
等
は
、
所
有
地

の
」
部
を
「
年
属
下
見
」
数
名
'
と
「
日
雇
L

L
よ
っ
て
手
作
し
つ
つ
、
仙

方
t
小
作
農
化
す
る
本
百
姓
等
白
土
地
を
買
い
品
つ
め
て
い
〈
も
の
で
あ

る
。
そ
い
て
、
近
廿
申
期
以
降
、
土
地
所
有
白
規
模
が
高
五
石

l
七
石
を

埠
と
し
て
上
下
ド
分
解
し
て
い
く
傾
胸
が
み
ら
れ
る
。
(
表
ニ
バ
三
)

i[[世後期携林島村農民崎府

Xli ElflzlF 年。 年年年

50石以上 。 1 1 1 1 

30_ 1 1 1 2 2 

20_ 2 8 1 8 3 

王子10_】 13 8 14 12 

7_ 14 14 10 8 E 

5_ 6 4 4 2 4 

13 6 3_ 10 δ 8 

1- 17 12 22 18 12 

1石)JI.下 11 18 20 17 7 

無 高 。 ， ? 9 

計 74 9 ヲ 68 82 
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表 =

近
世
地
主
由
経
皆

表豆寛延元年、河~"尻村貢租負揺別長より詰!晋

同べ"と|仕1出J|土50石以上 2 
一 一 一一
30~ I 3 
-岨E てア一一一---ー』一一一一干』一一一一一ーー・R

20~ 131311 
一一一一一一 一
10- 9 1 1 1 12 

7_ 1 7 1 1 10 

2 1 5- 2 。
-1，3 3-- 1 9 

1_ 4 I 18 5 I 27 

王子同11右以下 8 

。 5 2 δ 6 8 32 58 
一一一一一
一空 132~日空 8 I 23 日~17"-1~訂

表

三

詮

覚
醒
元
年
「
調
車
末
高
」
は
帳
ム
の
買
租
高
で
あ
り
、
享
保
七
年
の

「
間
取
来
高
L

と
も
大
差
な
い
。
「
斗
口
L

は
個
々
人
的
滞
米
納
入

高
で
あ
る
。
土
地
買
買
は
略
式
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
白
で
、
費
際
的

所
有
者
か
ら
「
斗
口
」
と
し
て
納
入
し
、
「
調
車
掌
」
柏
入
責
任
者

た
る
帳
上
自
百
姓
に
探
骨
勘
定
を
ワ
け
る
こ
と
に
な
ヲ
て
い
る
。
従

7

て
「
割
取
未
」
と
「
斗
日
」
と
が
近
い
も
心
仕
務
副
少
な
い
者
で

あ
り
、
「
斗
口
」
の
多
い

ω
は
上
昇
し
た
も
心
、
「
斗
ロ
」
零
と
な
ワ

第
七
十
巻

九

静
岡
銃

四

(寛延元年河原尻付調物成勘定聴に Zる)



近
世
地
主
回
紐
瞥

て
い
る
者
は
、
金
〈
小
作
農
化
し
た
者
の
み
な
ら
ず
絶
家
し
た
り
、

離
村
し
た
者
を
も
含
ん
で
い
る
。
表
に
よ
る
と
、
軍
米
十
石
以
上
自

場
合
K
上
昇
が
多
〈
、
七
石
以
下
に
浪
蕗
が
多
い
が
、
農
村
全
般
と

し
て
没
落
農
家
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
後
期
目
散
況
で
あ
る
。

こ
う
し
に
近
世
農
村
の
嬰
湿
の
中
で
、
遠
山
家
や
閲
家
は
E
の
よ
う
な

踏
泊
を
に

E
っ
て
い
る
で
あ
ゐ
う
か
。

寛
文
五
年
仁
は
七
反
の
自
作
農
に
な
っ
で
い
る
遠
山
家
は
、
其
後
一
元
職

一
百
年
ま
で
殆
ん

E
棚
田
化
な
く
、
室
部
叩
土
地
舎
手
作
し
て
い
る
。
一
克
雄
、

貿
武
田
聞
に
下
町
、
荒
叩
与
を
少
し
つ
づ
買
い
は
じ
め
、
事
保
期
に
は
急

激
な
所
有
培
加
を
み
、
幕
末
に
は
七
戸
分
の
家
抹
名
義
白
田
畑
を
合
し
て

い
る
乙
と
に
な
っ
て
い
る
。
村
政
仁
つ
い
て
も
、
元
雄
末
期
以
後
、
村
役

へ
を
勤
め
る
こ
と
も
あ
b
、
享
保
期
以
降
は
庄
屋
伐
と
し
亡
回
定
し
て
い

る
。
そ
の
土
地
集
中
町
駅
況
は
‘
表
月
の
渦
で
あ
る
。
草
保
期
以
後
に
は

手
作
地
を
減
少
し
、
文
政
仁
は
殆
ん

E
寄
牛
地
主
化
じ
て
い
る
。

勝
林
局
相
で
は
、
問
暦
四
年
商
九
十
石
白
土
す
H
F税
左
衛
門
家
が
享
保
四

年
じ
は
凹
十
右
と
な

b
、
金
右
衛
門
、
五
兵
衛
、
儀
兵
衛
等
院
一
二
十
右
前

後
の
本
百
姓
府
が
出
現
し
て
い
あ
。
し
か
し
、
閥
槌
右
衛
門
家
は
、
ま

d

仁

王
石
徐
に
遁
古
な
い
本
百
姓
で
あ
っ
士
。

一
宇
山
仲
六
年
、
大
塙
川
沿
い
の
荒
地
開
裂
を
め
ぐ
る
訴
願
(
註
4
)
以
後

糊
弐
よ
昇
レ
、
覚
延
元
年
に
は
問
屋
を
勤
め
、
下
島
部
落
の
五
丘
p

術
家
と
な

ち
ん
で
庄
屋
家
筋
と
し
て
固
定
し
て
い
る
。
平
へ
凶
年
代
に
は
、
宮
内
四
十
石
。

源
左
衛
門
家
仁
劉
抗
し
て
、
閲
一
族
の
本
家
正
統
に
る
こ
と
を
主
張
し
、

捧
七
十
巻

第
四
腕

四

四
O 
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(
表
団
註
)

1

寛
文
五
年
河
原
尻
村
寸
ホ
帳
L

-Z
時
元
年
「
構
蔵
貢
納
所
非
拘
引
日
記
」
一
郎
兵
福

元
時
十
三
年
「
集
血
酒
田
」
「
榔
歳
貢
納
所
米
指
引
記
」

正
徳
四
年
「
午
之
年
高
慶
帳
L

享
保
+
一
二
年
「
申
之
年
寓
強
幌
」

安
永
二
年
河
原
尻
村
「
ホ
帳
」
同
年
「
大
間
幌
」

雨
者
石
高
相
違
L
、
隣
村
馬
路
村
「
下
作
四
分
大
歩
相
合
同

四
十
七
石
一
斗
」
小
作
料

F
別
に
収
納
さ
る
。

究
明
四
年
「
大
幅
牒
」
馬
路
村
下
作
=
一
十
一
石
王
ヰ

丈
肱
十
三
年
「
大
繭
幌
」
馬
路
村
下
作
記
鵠
な
し

安
政
七
年
(
寓
延
元
牛
)
寸
大
輝
帳
L

、
「
定
例
榔
年
貢
相
納

侠
低
書
」
貢
租
寧
白
多
い
の
は
、
「
村
売
し
で
あ
り
、
石
高
は

「
毛
附
高
」
で
あ
っ
て
、
賓
質
は
そ
う
欝
化
な
い

z 3 4 6 6 7 8 9 

三
町
俸
の
手
作
そ
維
持
し
つ
つ
.
他
方
に
地
主
的
土
地
所
有
を
進
め
て
い

る。
要
す
る
仁
、
元
職
、
享
保
の
油
換
期
を
契
機
と
し
て
、
初
期
以
来
白
土

豪
勢
力
に
代
っ
て
新
し
く
村
白
中
心
勢
力
と
な
b
、
手
作
ψ
維
持
し
つ
つ
、

他
方
で
地
主
的
土
地
所
有
を
集
中
し
た
も
り
で
あ
る
。

近
世
地
主
心
部
瞥

• 
開摘右衛門家土地所有興遵

年代|叩(寛延元|欄8天明 61丈f咋永7

iHlと1?14

14右目31 

手 石高

11 
20石. 14 16. 

作 反畝 21δ 16. 18. 

33石.2 地 牧獲 36.2 42 

本|小作料 2ま 47.051 50.45
1 

喪E

近
世
地
主
白
経
営

6 

E
J
 

記

」

1

時

駒

市

都

「

畝

」

」

」

反
極
限
」
記

作
什
寄
帳
日

限

手

作

来

寄

座

寄

、

「

柏

来

賞

名
帳
帳
帳
」
貫
納
高

村
桂
寄
書
記
年
貫
「

島
名
名
名
目
樹
年
」

梓
村
村
村
座
「
綱
隈

勝
同
同
同
首
年
「
帽

年
年
年
年
高
三
年
犬

四
一
百
八
六
「
十
七
「

保
延
暦
明
年
化
永
年

享
寛
賢
一
声
同
女
嘉
同

1
2
3
4
5
6
 

5 4 3 雪1 

(
表
豆
註
)

手
作
農
業
の
概
要

遠
山
家
や
閥
家
の
手
作
農
業
は
、
既
に
述
べ
士
如

t
、
自
作
か
ら
上
昇

し
て
地
主
化
す
る
本
百
姓
が
、
不
耕
作
地
主
化
し
な
い
で
つ
づ
付
て
い
る

手
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
農
業
技
術
と
原
則
関
係
の
鱈
か
ら
手
作
農
業

静
七
十
巻

!1<l 

第
四
抗

四



• 

近
世
地
主
の
鱈
聾

第
七
十
格

四

第
四
按

四
四

の

ゴ

以

上

下

の

設

建

|

雨

家

と

も

に

そ

の

手

作

地

内

一

一

毛

作

辞

任

十

一

品

目

九

日

訪

れ

一

九

一

寸

持

。

的
重
工

の
散
回
で
あ
b
、
一
筆
の
大
き
さ
が
一
反
を
こ
え
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
日
ベ
こ
こ
に
も
手
作
横
張
む
限
界
が
品
。
。

し
か
し
、
村
全
般
か
ら
み
れ
ば
V
上
回
多
〈
、
管
理
に
も
便
利
な
と
こ
ろ
コ
水
同
一
一
塁
作
は
褒
類
が
大
部
分
で
号
令
。
例
え
ば
遠
山
家
一
止
徳
元
年
目
裏

が

多

い

。

一

作

は

「

ね

じ

萎

七

石

七

斗

、

む

り

や

す

(

裸

葬

)

三

石

大

斗

、

世

築

費

と

り

比

夏
作
は
稲
作
中
心
で
晶
b
、
自
給
同
町
綿
、
大
豆
、
小
豆
、
煙
草
等
が
一
石
入
斗
一
一
直
シ
十
九
石
四
斗
し
、
稲
作
六
反
畠
F白
大
部
分
が
褒
製
作
で
あ

栽
培
さ
れ
て
い
る
。
稲
田
作
付
面
積

E
平
均
反
嘗
収
量
白
増
減
は
、
別
表
る
。
閥
家
、
寛
政
五
年
稲
作
二
町
八
反
、
裏
作
一
町
九
反
そ
の
中
で
一
町

の
過
で
あ
る
。
特
別
の
洪
水
凶
作
か
し
除
け
ば
遠
山
家
で
は
反
官
二
布
団
三
瓦
ま
で
が
大
要
で
践
h
が
「
む
け
や
す
」
「
小
要
ト
「
積
」
「
豆
」
「
え

斗
、
開
家
で
は
二
石
二
斗
が
昔
日
週
作
と
3
れ
る
。
閥
家
六
十
年
り
鑓
濯
を
ん
ど
コ
」
で
あ
る
。
そ
の
反
常
収
蛍
は
、
大
婆
一
石
宜
斗
、
裸
要
一
石
、

み
る
と
、
作
付
面
積
二
町
以
上
に
も
な
る
場
合
に
は
反
常
収
量
は
減
じ
る
小
褒
ル
斗
が
背
通
作
と
さ
れ
て
い
呂
。

乙
と
が
多
い
。
稲
り
品
祖
逮
捕
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
、
餅
、
早
生
を
各
一
肥
料
の
主
要
な
も
の
は
相
肥
で
あ
る
。
七
月
白
「
夏
草
刈
」
、
林
白
「
下

二
割
、
中
生
、
晩
生
積
世
中
心
に
配
分
し
、
年
々
栽
隣
地
守
交
替
さ
せ
刈
」
を
堆
肥
仁
す
る
の
は
年
届
下
見
の
大
き
い
仕
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し

る
。
同
一
品
開
を
十
カ
年
以
上
も
悩
納
す
る
こ
と
は
稀
t
あ
h
、
品
積
改
採
草
原
野
は
減
少
し
、
「
牛
馬
飼
昨
一
自
己
に
も
不
足
す
る
駅
路
(
註
6
)

足
と
し
て
の
「
害
出
し
」
も
挺
々
行
な
っ
て
い
る
。
表
六
は
閥
家
苅
培
品
と
な
h
、
E
徳
年
代
に
は
、
既
に
「
帥
4
1
荷
」
，
「
仙
粕
」
等
の
金
肥
が
購

種
の
一
例
で
あ
る
。
バ
別
表
、
及
び
表
六
は
稿
末
に
あ
ふ
ワ
)
入
使

mgれ
て
い
る
が
其
後
品
主
b
普
及
し
な
い
。
閥
家
二
町
の
紳
瞥
で

稲
作
仁
つ
い
て
い
tEdす
べ
き
は
、
苗
代
と
町
植
で
あ
る
。
大
枝
川
片
堰
も
二

l
一
ニ
駄
口
過
ぎ
な
い
。
農
具
仁
つ
い
て
も
、
鍬
、
唐
鍬
、
鵠
は
し
等

は
、
流
筏
と
の
関
係
炉
ら
習
暦
四
月
上
旬
に
「
水
戸
入
れ
」
守
し
て
溜
概
白
小
道
具
は

E
徳
年
代
に
は
仕
入
品
購
入
で
あ

b
、
「
土
ウ
ス
L

「
カ
ラ

準
備
を
し
、
入
月
ド
「
井
根
切
」
を
行
う
の
が
近
世
初
期
以
来
の
慣
習
で
ウ
ス
」
等
白
使
用
も
み
ら
れ
る
。
畜
力
は
馬
h
r
使
則
し
て
い
る
。
一
附
家
寛

、
め
る
。
苗
代
播
植
が
三
月
下
旬
、
田
植
は
五
月
中
旬
て
あ
る
。
商
代
楠
籾
政
三
年
に
は
「
カ
ラ
ス
キ
」
「
マ
グ
ワ
」
の
仙
同
が
み
ら
れ
、
耕
起
に
り

は
一
反
身
、
草
保
年
代
で
は
「
八
升
L

究
保
で
「
六
升
」
後
期
に
は
コ
二
で
な
く
て
、
水
減
b
を
防
ぐ
保
土
か
た
め
の
役
割
を
し
で
い
る
。
閥
家
二

升
」
と
な
っ
て
い
る
。
田
植
は
玉
、
六
日
間
に
一
斉
仁
す
ま
せ
る
の
が
管
町
入
反
の
手
作
も
か
う
し
に
畜
力
利
用
に
よ
っ
て
出
来
七
も
白
と
い
え
る

遁
で
、
妻
刈
か
ら
田
町
描
ま
で
は
最
も
烈
し
い
第
倒
が
つ
づ
〈
。
商
家
で
は
で
あ
ろ
う
。



要
す
る
に
、
こ
う
し
た
宮
最
暦
白
手
作
農
業
は
、
耕
地
白
地
味
管
理
等

に
有
利
な
地
を
占
由
、
肥
粉
、
農
具
、
栽
培
技
術
ち
他
白
畏
民
よ
b
進
ん

で
は
い
て
も
、
雇
用
勢
働
に
よ
る
不
利
を
補
い
、
際
件
の
患
い
土
地
じ
ま

?
擁
護
し
う
る
程
白
も
の
で
は
な
か
っ
に
と
い
え
る
。
殊
に
近
世
後
期
に

な
っ
て
、
勢
賃
、
肥
糊
代
等
は
騰
貴
し
、
手
作
の
縮
少
を
促
が
す
こ
3

とに

な
っ
士
。

(
ロ
)
雇
用
関
係
の
箆
週
l

|
岡
山
抵
の
手
作
柄
皆
は
、
家
族
労
働
の
外

に
、
一
一
一
コ
名
。
年
層
白
下
男
や
下
女
k
臨
時
的
な
日
雇
に
よ
っ
て
い
4
0
0

年
肩
下
男
は
手
作
農
業
白
主
謀
勢
働
力
で
品
る
が
、
直
徳
事
保
期
で
は
、

年
給
米
-
石
六
七
斗
「
月
に
廿
五
日
奉
公
L

で
懐
勤
す
れ
ば
日
割
計
算

で
差
引
を
す
る
。
そ
の
支
掛
は
夏
事
二
同
で
ゐ
る
が
、
前
借
米
」
一
M
借
銀
、

来
準
年
一
員
等
を
利
息
を
つ
け
て
天
引
き
さ
れ
る
の
で
、
手
取
は
あ
ま
b
麗

ら
な
い
の
が
普
遁
で
あ
る
。
享
保
中
期
に
な
る
と
、
代
銀
支
掛
が
併
用
さ

れ
る
が
「
翠
公
へ
値
段
」
は
「
村
値
段
」
よ
り
低
〈
定
め
ら
れ
て
い
石
。

閥
家
寛
政
年
間
で
は
、
月
二
十
五
日
出
勤
の
成
年
下
男
で
年
三
石
一
斗
代

怨
渡
し
、
文
化
仁
は
二
石
、
文
政
四
年
で
は
、
「
下
男
丸
給
銀
一
回

oh品、

下
女
王

O
匁
」
(
未
慣
石
四
六
匁
)
、
嘉
水
で
は
下
男
二
百
匁
、
鹿
臆
仁
は

一
貫
匁
と
騰
貴
し

τい
る
。
更
に
重
要
な
こ
と
は
包
雇
用
関
係
が
不
安
定

と
な
の
、
「
候
勤
」
や
「
抽
出
落
」
が
多
く
、
そ
の
問
身
地
色
「
奥
筋
」
わ

る
山
村
か
ら
の
出
稼
ぎ
が
多

t
な
っ
て
い
る
a

「
日
雇
」
も
平
日
は
一
日

一
匁
、
農
繁
期
は
}
匁
半
(
米
憤
五
十
匁
六
十
主
)
で
あ
っ
て
、

εれ

も
他
村
勢
働
者
に
よ
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
五
。
(
註
0
)

近
世
地
主
由
経
皆

要
す
る
仁
、

E
徳
辛
保
期
の
雇
問
関
係
は
初
期
の
「
下
人
」
で
は
な
い

が
、
ま
七
村
内
貧
農
申
隷
嵐
関
係
に
基
い
て
い
る
場
合
が
多
〈
、
勢
H
H
も

低
〈
、
現
物
支
掛
で
ゐ
る
。
後
期
に
な
っ
て
そ
う
し
た
雇
用
閥
係
は
漸
弐

維
持
で
き
な
く
な
b
、
州
問
貧
色
醐
問
責
し
、
出
稼
吉
に
依
存
す
る
こ
と
も
多

〈
な
っ
て
き
て
い
る
ロ
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
不
安
定
で
煩
雑
な
雇
用
調
係

に
よ
る
手
作
よ
り
も
、
封
一
津
的
土
地
潤
占
を
基
礎
と
し
た
寄
生
地
主
に
開

予
る
り
は
自
然
で
あ
b
、
村
内
に
小
作
閥
係
が
一
般
化
し
は
じ
め
る
と
、

地
主
手
作
目
勢
働
力
、
殊
ド
慢
繁
期
仁
は
雇
用
組
目
倒
げ
か
不
足
し
、
そ
り
熱

か
ら
も
地
主
手
作
は
制
約
を
う
け
て
い
る
。

2

小
作
関
係
の
生
成

近
世
初
期
に
決
定
さ
れ

t
村
高
は
比
較
的
保

t
、
(
斗
代
上
回
一
石
一
一
一

斗
、
中
回
一
石
ニ
斗
、
下
回
一
石
一
斗
)
、
共
後
も
殆
ん
E
増
加
さ
れ
る
こ

と
な
〈
貢
租
の
基
準
と
さ
れ
て
き
士
。
更
に
、
年
々
の
「
川
峡
砂
入
永
荒
」

等
に
つ
い
て
「
検
見
引
」
が
行
わ
れ
る
。
従
っ
て
年
貢
に
「
役
米
」
、
1

小

物
成
」
、
「
村
役
米
」
等
を
加
算
し
た
「
村
免
割
」
は
「
毛
附
高
」
と
大
差

な
い
ま
で
に
背
酷
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
困
地
に
よ
っ
て
は
相
慣
な
農
民

手
取
が
麹
る
場
合
が
多
〈
な
つ
士
。
殊
仁
三
唱
附
」
後
。
耕
地
面
積
損
張

や
土
地
改
良
を
準
め
え
た
岡
地
で
は
、
「
目
高
」
v
p

説
牧
高
に
は
大
き
い

差
異
が
で
き
て
き
に
。
そ
こ
仁
、
「
下
作
人
」
に
土
地
を
預
吋
て
、
「
預
ケ

米
」
を
と
る
地
主
小
作
の
闘
様
が
成
立
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

(
イ
)
小
作
閥
係
の
鑓
選
I
l
l河
原
同
村
覚
丈
五
年
水
帳
や
勝
林
島
村

明
暦
四
件
'
名
客
帳
仁
よ
る
と
、
本
百
姓
名
目
横
に
下
作
人
名
を
添
書
し
て

第
七
十
巻

凶

第
四
撹

四
五



近
世
地
主
由
経
替

第
七
十
巻

い
る
場
合
が
若
干
み
ら
れ
る
。
正
徳
享
保
期
に
古
っ
て
本
百
姓
の
土
地
買

却
や
質
入
い
か
多
く
な
る
と
、
土
地
債
格
は
「
預
ケ
米
」
と
「
回
高
」
と
の

茅
稿
U
「
徳
米
」
り
量
に
よ
っ

τ決
定
さ
れ
、
小
作
闘
係
ド
も
質
地
小
作

四
F司

第
四
韓

四
〆、

が
多
く
な
っ
て
い
品
。
遠
山
家
や
閲
家
白
土
地
集
中
は
こ
う
し
た
質
入
。

「
出
物
」
を
買
収
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
書
出
家
「
享
保
九
年
高
脅

帳
L

日
例
を
ゐ
げ
る
と
、

喜
助
之
畑
同
質
物
ノ
盛

一
、
畑
高
六
斗
六
升
四
告

比
三
ツ
取
一
斗
九
升
九
八
{n

佼
ヰ
A

四
升

〆

三

斗

国

升

預
米
一
右
六
斗

右
指
引
L
τ

一
石
三
斗
六
升
、

出
代
七
百
四
十
八
主

五
五
か
け

τ

一
、
酉
品
開
ニ
畝
程
有
之

一
斗
五
外
に
て
下
作

此

代

王

子

生

一
、
下
一
-
ふ
町
田
畝
た
ら
ず
有
之

高

=

斗

六

升

四

合

役

米

主

升

豆

骨

〆

三

斗

一

升

七

令

預

米

王

斗

掃
引
し
て
一
斗
凡
升
三
合

比

代

六

十

匁

一
、
酉
ノ
開
預
ケ
米
田
斗
躍
に
て

作
徳
三
斗
ニ
升
五
音

此
代
百
十
ニ
匁

玉
か
け
て

九
百
七
十
鬼

右
才
師
四
日
〆

こ
う
し
た
質
地
の
小
作
闘
係
は
、
そ
の
成
立
事
情
に
よ
っ
て
直
々
で
品

る
が
、
時
代
に
よ
っ
て
も
題
化
し
1
い
る
。

E
徳
四
年
、
遠
山
家
白
預
ケ

米
十
九
石
、
小
作
人
十
四
名
の
中
で
二
名
の
容
畑
農
に
つ
い
て
は
次
甲
道

で
あ
る
。

利
方
衛
門
分

一
、
北
田
新
地
ノ
下
回
地
二
反

高

一

石

一

斗

ニ

升

預
米
ニ
石
六
斗
王
升

右
出
物
忙
ヲ
を
組
主
百
匁
か
し

判
米
銀
に
て
よ
ケ
偉
ρ

、
ド
ヤ
ヱ
ヶ
月
利

但
シ
一
ヶ
月
一
歩
三
時
之
算
用
之
事
、
辰
ノ
七

月

S
燕
ル
申
ノ
募
誼
一
五
ヶ
年
ノ
年
季
=
定
夫
認

候
ハ
、
其
時
節
之
同
地
相
場
賃
徳
之
算
用
敦
L

唱
し
不
足
勘
克
採
明
可
申
之
事
。

演 、

内内内預

一米
斗 大
三一立八三
升升一升キ

斗克八
給 ふ六 升
分ち升
忙来
て入受 依
iji 取介

五
升

三
升
ニ
合

い
ね
か
り
塞
ま
き
二
人
日
用
代

五
A

甘
い
ね
乙
吉

ニ
升
醐
宮
火
た
き

一
、
預
ケ
米

嘉
介



と
う
し
た
零
細
小
作
農
の
労
働
力
が
「
年
顧
下
男
」
や
「
日
雇
」
と
し

て
地
主
手
作
や
家
事
日
用
に
安
〈
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
〈
、
近
世
初
期

の
詩
代
的
下
人
関
係
を
擬
制
し
た
「
出
入

h
」
関
係
者
結
ぶ
場
合
も
あ
る
。

小
作
地
は
壮
相
関
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
も
明
確
な
樺
利
で
な

t
、
小
作
糾
引
よ
臼
「
相
劉
」
仁
よ
っ
て
聞
を
取
上
げ
ら
れ
る
場
合
も
多

い
。
明
和
四
年
「
大
幅
慢
」
で
は
、
「
田
畑
預
ケ
米
〆
七
十
九
石
」
高
一
一
一

十
石
、
五
十
六
名
白
小
作
人
世
も
ち
、
「
田
を
預
b
に
が
る
者
」
に
小
作

振
替
世
行
っ
て
い
る
。
近
畦
伝
期
に
な
る
と
、
小
作
人
は
周
定
し
、
土
地

移
動
四
時
仁
は
直
小
作
が
多
く
み
ら
れ
る
。

農
村
の
窮
乏
が
烈
し
く
、
小
商
賞
、
賭
博
「
夜
遊
」
が
流
行
し
、
(
註
7
)

一
家
活
亡
依
落
が
多
〈
な
つ
士
近
世
末
期
仁
み
ら
れ
る
直
小
作
は
、
必
宇

し
も
耕
作
構
留
保
町

t
め
で
は
な
い
。
年
貢
来
準
や
災
厄
じ
遁
わ
れ
た
零

細
木
百
件
が
高
利
貸
的
土
刷
購
入
者
に
到
し
て
高
率
り
徳
米
世
保
誼
き
せ

ら
れ
に
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
ま
士
一
層
の
窮
迫

ι陥
れ
る
こ
と

に
な
名
の
で
品
る
。

(
ロ
)
小
作
料

l
l雨
村
で
は
、
小
作
料
骨
「
預
ケ
米
」
、
「
宛
米
」
、

「
宛
口
」
等
と
言
い
、
地
主
得
分
骨
「
徳
米
」
、
「
作
徳
」
等
と
記
し
て
い

る
。
既
謹
白
如
く
、
享
保
期
に
は
村
)
般
に
行
わ
れ
、
手
作
間
畑
を
も
「
預

米
」
を
も
っ
て
表
わ
し
て
い
石
。
即
ち
、
横
地
帳
上
司
「
反
畝
L

「
田
高
」

L
し
は
別
じ
、
「
有
畝
」
「
石
蝶
」
を
も
っ
て
そ
白
田
地
の
駅
況
を
一
訴
す
。

「
有
畝
」
は
宜
際
国
制
で
ゐ

h
、
「
石
盛
」
は
標
準
反
嘗
生
産
重
で
あ
る
。

遠
山
袋
、
明
和
田
年
「
有
畝
」
の
明
ら
か
な
も
の
の
平
均
「
石
盛
」
は
一

近
世
地
主
白
終
皆

石
四
斗
と
な
っ
て
い
る
。
近
世
後
期
に
な
る
と
、
特
別
の
場
合
の
外
は
、

「
有
畝
」
と
「
石
盛
」
と
か
ら
計
算
し
に
「
預
ケ
米
」
と
寸
高
」
と
に
げ
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
遠
山
家
安
政
七
年
E
月
白
「
定
例
心
得
方
」
で
は
、

「
高
一
二
十
四
石
五
斗
」
、
寸
役
米
十
石
三
斗
」
「
下
作
宛
米
七
十
九
石
入

斗
」
従
っ
て
「
作
徳
米
三
十
五
石
」
と
な
っ
て
い
る
。
閥
家
所
有
国
白
中

で
、
文
化
三
年
「
九
反
九
畝
L

「
商
十
一
石
四
斗
」
の
徳
米
四
石
入
斗
、

文
政
ご
年
「
一
一
一
反
二
臥
し
い
「
高
三
石
六
斗
」
白
徳
来
二
石
等
の
例
を
み
る

と
、
反
省
買
利
一
石
、
地
主
徳
米
玉
斗
大
斗
と
な
っ
て
い
る
。
徳
来
寧

は
上
回
に
低
〈
、
下
回
新
聞
等
仁
大
き
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

「
有
畝
」
と
慌
上
の
反
畝
日
差
や
畑
地
の
水
回
鞠
換
等
の
隠
回
収
得
M
Y
地

主

ι吸
牧
さ
れ
、
下
回
や
新
聞
に
こ
れ
が
大
き
い
も
臼
で
品
る
。
勝
林
島

村
と
河
原
尻
村
で
は
こ
う
し
に
地
主
徳
米
率
一
か
相
常
典
な
っ

τい
る
こ
と

も
に
し
か
で
め
る
。
(
註
8

)

/

要
す
4
0

仁
、
一
拓
政
享
保
期
仁
み
ら
れ
る
質
地
小
作
閥
係
じ
は
、
近
世
初

期
以
来
の
作
b
子
的
な
関
係
が
ひ
き
つ
い
か
れ

τい
る
が
、
託
芦
後
期
仁
な

っ
て
農
村
の
凡
可
解
、
農
民
U
窮
迫
が
准
む
と
、
高
利
貸
資
本
に
謝
す
る
利

子
保
誼
の
意
味
を
も
っ
た
直
小
作
が
争
く
み
ら
れ
る
o

E
し
て
小
作
耕
は

極
出
て
高
温
a

と
な
b
、
農
民
の
窮
迫
化
を
一
層
進
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
七
十
告

四
豆三L

第
四
韓

四
t 



近
世
地
主
叩
経
皆

策
士
十
巻

四，、

第
四
腕

四
人

在所米相場趨勤表

年 代!石町~年 代|石間同，11 年 代!右筒〈剖

52 11享保10寛永17年 47 77 

18 48 11 47 11 66 

元椋元年 54 12 41 享平日 2年 70 

2 48 13 37 主化 4年 71 

3 39 14 30 6 76 

4 53 15 30 7 62 

5 56 16 36 8 58 

6 56 17 75 10 58 

7 53 18 45 11 59 

8 56 19 35 12 61 

9 54 38 13 60 

10 55 48 14 64 

11 58 2 52 15 57 

12 87 8 90 丈政 2年 δ0 

13 61 4 85 4 42 

14 69 5 53 δ 52 

16 72 6 69 7 58 

16 65 覧侭元年 66 8 57 

賓永元年 63 E 60 9 78 

E 58 8 66 11 60 

3 70 盟事元年 56 12 80 

正徳元年 68 2 69 天保元年 73 

2 98 3 62 2 70 

3 129 -4 67 5 121 

4 131 寛延元年 63 6 89 

B 119 2 64 7 14Q 

享保元年 154 明和 4年 10 98 

盟 134 8 65 11 61 

s 123 安永 2年 49 12 64 

4 160 6 57 14 71 

， 5 94-63 天明 2年 71 弘tt4年 84 

6 64 8 82 嘉永 6年 113 

46 4 71 安政 6年 135 

37 5 62 文久 2年 loO 

9， 37 7 78 慶麿 8年 700 

判原尻村

(
村
勘
定
限
寓
極
限
専
に
よ
る
)
(
大
凶
作
年
、
享
川
町
凶
、
五
年
、
元
文
三
、
四
年
、
同
五
年
、
八
年
貢
半
減
文
民
十
=
年
、
天
保
五
、
七
年
事
)

5

農

家

極

済

の

概

要

貢

白

三

分

之

一

い

か

代

銀

納

と

な

h
、
亀
山
藩
で
は
、
百
姓
犀
米
世
町
方
に

F
 

近
世
地
主
り
主
成
を
み
士
一
古
品
川
一
手
保
期
は
、
止
に
、
岡
村
が
貸
幣
縦
横
賓
る
こ
と
を
禁
じ
る
等
農
産
相
の
商
品
化
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

に
ま
き
こ
ま
れ
て
い
〈
一
閥
横
で
一
も
あ
っ
た
。
旗
本
領
阿
臨
尻
村
で
は
年
一
苅
蹴
か
ら
事
保
初
年
ド
か
り
て
の
烈
し
い
米
債
腿
貴
と
事
保
六
年
の
「
新



銀
国
替
」
及
び
其
後
の
低
米
債
は
、
既
仁
貨
幣
経
済
に
ま
き
こ
去
れ
て
い

る
農
家
制
楠
閉
じ
は
大
き
い
影
響
を
興
え
士
色
白
で
あ
一
?
っ
。
米
の
「
村
相

場
L

を
み
る
と
別
表
の
通
b
で
品
目
Q
O

遠
山
家
享
保
じ
ハ
年
仁
は
手
持
米
一
ニ

十
七
石
中
で
一
一
十
七
石
を
阪
買
す
る
外
に
貸
米
七
石
、
減
米
入
札
賀
入
六

石
で
あ
る
。
闘
家
で
も
年
々
飯
米
十
石
弱
を
由
惜
し
て
敏
十
石
を
服
喪
す
る

外
、
調
山
藩
「
米
御
切
手
」
を
買
い
と
る
場
合
も
多
い
。
こ
う
し
に
地
主

の
農
家
締
開
h
T
手
作
儲
皆
、
小
作
及
高
利
貸
、
生
計
費
笠
一
部
門
か
ら
略

述
し
て
み
さ
っ
。

(
イ
)
手
作
露
日
収
支

l
l法
山
家
事
保
六
年
を
例
ド
品
け
よ
う
。

手
作
面
積
七
瓦
王
敵
、
そ
り
収
穫
米
十
六
石
四
斗
、
要
類
卜
石
で
品
る
。

そ
の
支
出
は
手
作
分
貢
租
七
石
、
下
男
=
名
の
給
米
及
び
日
原
給
水
を
合

し
で
三
石
ロ
農
菜
閣
制
銀
支
出
三
百
二
十
五
匁
、
内
で
肥
耕
代
五
割
時
間
h
が

か
じ
ゃ
支
掛
、
馬
の
泊
金
、
ス
リ
ウ
ス
修
理
代
等
で
あ
b
、
米
倒
六
十
四

匁
で
換
算
す
る
と
三
石
五
斗
、
従
っ
て
七
反
五
献
の
手
作
収
入
は
米
一
一
石

主
要
類
十
わ
に
な
る
。

閥
家
白
場
合
仁
は
、
文
化
十
三
年
手
作
面
積
二
問
。
姿
作
地
一
町
七
反

の
収
穫
は
、
米
三
十
石
、
葬
類
二
十
三
石
で
め
る
。
支
出
は
手
作
分
貫
租

約
十
七
石
。
下
男
三
名
及
日
雇
給
銀
五
百
匁
僚
、
肥
料
代
五
百
三
十
四
匁
、

農
具
代
主
ナ
匁
。
同
年
米
慣
六
十
匁
で
換
算
す
る
と
十
入
石
弱
と
な
為
。

従
っ
て
、
手
作
二
町
歩
の
締
営
で
手
取
は
米
四
石
、
姿
類
二
十
三
石
と
な

っ

τい
る
。
自
家
勢
倒
や
建
物
、
被
腕
等
を
も
計
算
に
入
れ
る
と
側
め
て

不
利
な
も
の
で
品
る
。
こ
う
し
む
地
主
手
作
が
幕
末
ま
で
髄
観
さ
れ
七
事

近
世
地
主
の
紹
替

情
ほ
同
年
。
計
算
が
ら
も
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
年
白
生
計
費
は
飯
米

骨
計
四
卦
仁
人
れ
る
と
約
三
貰
匁
、
己
れ
を
地
主
催
米
の
み
に
依
存
す
る
と

す
れ
ば
、
反
蛍
億
米
五
斗
と
し
て
も

1
町
歩
の
同
地
、
土
地
償
格
仁
し
て

回
寸
五
覧
匁
白
資
本
が
必
要
で
あ
る
。
(
同
年
心
地
債
徳
非
一
石
に
つ
き

約
九
百
匁
)
。
閥
出
括
的
所
有
地
は
約
五
町
歩
で
め
っ
た
。
従
っ
て
封
建
貢

租
の
眼
力
の
下
仁
あ
っ
て
は
、
資
本
不
足
か
ら
寄
生
地
主
化
し
え
す
、
手

作
を
鱗
績
し
て
い
る
も
り
で
あ
る
。
嘉
永
五
年
「
高
官
陣
日
記
」
仁
よ
る

と
、
「
家
内
上
入
人
、
下
五
人
」
の
「
年
中
飯
米
十
石
」
ぞ
し
て
「
審
喰

月
多
し
」
と
一
記
し
て
い
る
の
が
、
「
寅
米
三
十
三
石
」
を
所
有
し
て
い
る

地
主
の
経
済
生
活
で
め
る
。

(
ロ
)
小
作
籾
と
高
利
貸
。
|
|
正
徳
三
年
遠
山
家
の
現
銀
枚
入
じ
は

農
産
物
等
白
阪
買
代
一
貫
七
百
八
匁
国
外
仁
、
貸
銀
八
貰
七
百
九
十
一
匁
、

結
銀
四
貰
七
十
七
匁
甲
高
利
貸
金
融
が
み
ら
れ
る
。
管
銀
は
「
村
入
間
」

立
替
と
貧
農
え
の
小
口
貸
で
あ

h
、
借
銀
は
他
村
か
ら
の
大
口
と
村
内
貧

農
か
ら
の
小
口
預
h
が
み
ら
れ
る
。
利
子
歩
合
は
年
-
割
二
分
が
普
通
で

あ
り
、
ぶ
口
貸
白
利
率
は
匡
々
で
品
る
が
、
差
引
五
百
匁
俸
の
利
子
収
入

と
な
っ
で
い
る
。
さ
ら
に
、
高
利
貸
は
末
、
姿
、
等
骨
貸
付
吋
る
場
合
も

多
い
。
関
家
文
化
十
二
年
貸
銀
九
百
九
十
匁
町
大
半
は
吋
内
貧
農
え
白
小

ロ
貸
で
平
均
一
目
一
一
十
匁
に
渦
一
吉
な
い
。
ま
た
、
白
米
、
歯
周
努
白
小
貸
も

品
る
。
そ
由
利
子
歩
合
は
月
一
分
、
大
口
は
王
|
八
厘
で
品
る
。
こ
ラ
し

に
自
利
貸
資
本
は
利
子
肱
入
を
は
か
る
と
共
に
、
村
内
貧
農
仁
謝
す
る
封

建
的
関
係
や
維
持
強
化
し
、
質
地
集
中
の
資
本
と
も
な
A
J

て
い
る
。
遠
山

第
七
十
巻

四
t 

第
四
腕

四
7L 



近
世
地
主
的
経
樺

民
家
事
保
九
年
の
例
で
は
、
徳
未
一
石
を
生
む
土
地
の
償
絡
は
五
百
4
十
匁
。

米
億
三
十
七
匁
で
あ
名
か
ら
年
六
分
七
厘

m
利
廻
b
で
あ
る
。
領
暦
十
士
一

年
繰
米
一
石
の
土
地
倒
格
主
百
十
八
匁
、
米
慣
六
十
一
匁
、
従
う
て
年
一

刻
飴
の
利
廻
と
な
っ
て
い
る
。
閥
家
の
例
で
は
寛
政
一
ニ
年
徳
米
二
品
仁
っ

き
六
百
二
十
七
匁
、
来
債
七
十
七
匁
、
年
一
割
二
分
、
文
化
牛
閉
じ
は
利

廻
二
一
訓
話
〈
な
る
場
合
も
ゐ
Z
Q

。
要
す
る
仁
狂
世
中
期
仁
は
高
利
貸
利
晴

よ
b
透
か
仁
低
い
り
が
普
湿
で
あ
っ
た
土
地
購
入
資
本
の
利
廻
炉
、
近
世

後
期
仁
は
向
利
貸
利
子
事
に
狂
く
な
っ
て
い
〈
傾
向
が
再
ら
れ
る
。
即

ち
、
米
慣
が
勝
良
す
る
割
合
に
は
土
地
債
格
は
騰
貴
せ
て
高
利
貸
利
子

率
は
殆
ん
ど
回
世
説
が
な
い
に
め
で
め
る
。
近
世
後
期
の
直
小
作
目
、
米
償

騰
貴
の
利
訴
を
高
利
貸
的
地
主
じ
吸
収
す
る
一
形
態
で
晶
b
、
土
地
購
買

資
本
田
利
廻
を
保
罰
す
る
一
手
段
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
可
能
に
し
て

い
る
臼
が
封
建
持
制
下
町
楢
々
回
願
力
と
農
村
窮
迫
田
事
情
で
あ
る
。

(
ハ
)
雨
家
白
総
務
生
活
。
!
|
遠
山
家
正
徳
元
年
か
ら
明
治
ま
で
白

寸
古
同
胞
団
帳
」
闘
家
天
明
以
後
明
治
ま
で
白
「
官
忠
臣
座
日
記
」
等
に
よ
っ
て
、

家
計
収
支
を
概
略
し
て
み
る
。

正
銀
享
保
却
は
遠
山
家
の
土
地
集
中
日
目
古
っ
て
き
た
時
代
で
品
る
。

正
徳
六
年
と
享
保
六
年
の
「
蔦
魔
眼
」
を
盤
国
し
て
み
る
と
次
の
通
で
品

る
。
と
こ
ろ
で
、
享
保
六
年
叩
「
新
銀
閣
替
」
や
享
保
四
、
五
年
の
凶
作

を
考
慮
に
入
れ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
正
州
四
六
年
手
作
爪
反
、
牧

獲
米
二
十
二
石
二
斗
、
要
十
=
一
石
入
斗
預
米
は
十
五
石
一
斗
で
あ
る
。
来

阪
寅
は
三
泊
五
斗
{
手
取
の
一
割
〉
じ
描
吉
宇
、
林
産
物
土
る
木
材
、
薪
、

第
七
十
轡

四，、

第
四
揖

五
O

竹
、
栗
、
柿
等
の
阪
貨
が
比
較
的
大
事
い
。
を
の
支
出
は
、
農
業
生
産
費

六
百
三
十
九
匁
、
中
で
五
百
五
十
=
匁
ま
で
が
「
油
粕
」
「
僻
干
荷
」
肥

耕
代
で
あ
b
、
こ
れ
ら
は
茶
や
煙
草
に
多
く
用
い
ち
れ
た
と
み
て
よ
い
。

衣
食
性
費
は
薬
代
六
百
六
匁
、
衣
服
費
七
十
七
匁
等
が
大
き
〈
、
紙
代
六

遺
山
家
正
徳
六
年
現
組
収
支

出
衣

食

住

費

王

O
八
・
六
匁

農

業

生

産

費

六

=

一

九

・

信

仰

、

交

際

費

一

七

九

・

一

其

他

〔

未

一

石

買

入

)

一

五

四

・

貸

臨

八

四

一

・

九

現

臨

〆

ニ

一

一

一

二

=

了

王

現

物

支

出

下

男

給

米

ニ

若

九

キ

ー

「

回

ふ

し

ん

日

雇

ニ

右

一

斗

=

一

升

{

貢

租

一

六

石

八

斗

囚

升

戸
貸
付
(
来
妻
、
茶
た
ば
こ
隼
)
米
四
石
=
一
斗
其
他
若
干

支
1 2 3， 4 民6 

l位

入
1 

穀
物
枚
入

茶
、
た
ば
と
股
入

枠
産
物
性
入

借
曲

現
韻
〆

E 3 4 

銀
多民

四
三
二
・
匁

一
一
八
・

二
六
五
・
八

八
七
一
・

一
六
八
六
・
八



5 

(
小
作
料
)

問
、
享
保
六
年
現
鶴
牧
支

支

出
1

衣
食
住
費

2

農
業
生
産
費

3

信
仰
交
際
費

4

其
他
(
米
大
石
買
λ
)

5

貸
担

現
組
〆

現
物
支
日
下
男
給
米

「
回
ふ
し
ん
日
雇

ム
貫
租

f

貸
未

6 

{
一
豆
石
一
斗
)

金艮

王

O
入
・
五
匁

二
八
八
・
一

一
口
六
五
・
五

回
一
一
一
・
大

不
明

一
五
八
一
一
一
・
七

三
布
五
斗
五
升

三
一
右
一
斗

(
二
五
石
)

七
石

収

入1

穀
物
牧
入

信
林
高
物
牧
入

3

借
担

現
担
〆

4

(

小
作
料
)

十
八
匁
が
め
古
っ
て
い
る
。
一
一
宇
保
六
年
小
作
料
収
入
は
三
倍
近
〈
に
な
り

手
作
は
減
じ
て
七
反
、
欣
段
米
十
六
石
で
ゐ
る
。
米
販
貸
は
一
一
十
七
石
(
手

取
り
七
割
)
に
及
び
、
他
方
で
六
石
を
買
い
入
れ
て
い
る
。
同
年
来
債
は

近
世
地
主
回
紹
皆

一六

O
八
・
八
匁

三
六
・不

明

一
六
回
凹
・
凡

(
四
三
石
八
斗
七
升
)

正
月
六
十
四
匁
、
六
月
八
十
二
匁
、
十
二
月
七
十
匁
と
醐
出
動
し
、
そ
の
利

鞘
号
と
る
も
の
で
あ
る
。
友
田
中
大
き
い
白
は
衣
食
住
費
五
百
入
匁
で
ゐ

石
。
物
憤
欄
出
動
を
考
慮
に
入
れ
る
と

E
徳
六
年
に
比
し
て
午
活
向
上
を
み

た
も
の
で
あ
り
、
衣
服
費
百
三
十
八
匁
、
家
具
雑
貨
八
十
λ
匁
等
が
大
き

い
。
信
仰
交
際
費
も
膨
脹
し
、
参
宮
費
九
十
八
匁
「
京
小
遣
」
等
も
増
加

し
て
い
昌
。
農
業
生
芳
資
は
減
少
し
、
間
糊
代
百
一
一
十
三
匁
馬
詰
金
ご
十

七
匁
等
が
み
ち
れ
る
o

現
物
一
見
出
は
、

E
徳
と
同
様
、
務
員
支
排
で
晶
b
、

新
国
ふ
し
ん
日
属
が
み
ら
巾
る
o

新
回
開
議
は
、
共
晶
子
。
継
続
し
、
開
設

に
倒
い
た
貧
農
に
小
作
さ
せ
る
場
合
が
多
〈
、
耐
剛
弐
寄
生
地
主
化
し
て
い

。近
世
後
期
に
は
野
環
畑
を
手
作
す
る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
仁
遠
山
家

は
、
安
政
六
年
か
ら
三
反
歩
の
手
作
を
始
め
て
い
る
。
全
〈
不
斡
作
地
主

で
あ
っ
口
弘
化
四
年
と
迂
政
六
年
目
「
大
一
一
帽
躍
」
「
高
慢
根
」
を
比
較
し

て
み
よ
う
。
弘
化
四
年
支
出
白
犬
苧
脅
し
め
る
衣
食
住
費
中
ち
主
な
も
の

は
、
要
、
橋
米
等
の
購
入
-
一
同
十
五
匁
、
薬
代
百
二
十
四
匁
等
で
あ
h
、

賃
銀
色
下
女
給
鋲
と
家
事
日
原
の
み
で
あ
る
。
農
業
費
は
野
菜
種
代
等
十

二
匁
に
過
ぎ
な
い
。
現
物
文
泊
の
件
に
、
『
高
掛
」
銀
納
百
十
人
匁
が
あ

b
、
小
作
斜
に
も
代
鋲
納
が
み
ら
れ
る
。
貸
借
銀
は
嗣
年
七
貯
の
も
の
で

弘
化
四
年
現
担
問
股
文

支

出1

衣
食
住
費

出
品

2 

第
七
十
巻

四
ブL

第
四
競 組

一
三
凶
五
・
一
一
一
匁

王



近
世
地
主
り
鱈
瞥

信
仰
交
際
費

貸
鑓

{
高
掛
盟
締

租
税
-{

現
物
貢
租

現

担

〆

，

収

入1

穀
物
収
入

雑
枚
入

借
担

3 4 5 2 3 4 

( 

1)、
作
料
) 

( 

現代
物部

車均

現
鵠
〆

安
肱
六
年
現
組
依
支

支

出1

衣
食
住
費

農
業
費

情
仰
交
際
費

貸
餌

借
韻
利
子
支
排

(
高
掛
品
約

租
担
占

(
買
租

不
詳
(
掛
ケ
買
揚
)

2 2 4 ^ 6 7 

ニ
六

0

・

一
O
九
九
・

一一

λ
・
七

(
約
三
五
石
)

て
入
コ
一
王
・

一
主
ヨ
八
・

一
一
九
・
七

四
七
九
四
・

一
一
一
丸
・

(
六
十
石
間
斗
)

大
六
七

0

・F

七

担

七
三

0
・コ一匁

一一一一一

五
=
四
・

=一

0
0
・

五
八
・
八

一
一
一
三
ニ
・
八

四
十
一
石
六
斗

一
三
九
五
・
八

第
七
十
密

五
O 

第
四
披

五

現
輯
〆

牧

入1

穀
物
牧
入

2

林
産
物
牧
入

借
観

ハ
王
ニ
・
七

四
三六 六六九
三 十 千 -;~-F-;七 O

四五と丸一七

・石・・
八} 三五

3 

「
代
唖
帥

4

8

(

小
作
料
)
一
号
制

現
銀
〆

な
〈
、
年
々
の
累
積
に
よ
る
も
の
で
あ
h
、
借
鋭
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

収
入
は
米
版
費
十
九
石
(
手
持
米
の
七
割
穴
分
)
、
雑
政
入
と
し
て
「
古
帯

費
代
」
同
家
の
下
肥
、
友
ま
で
い
れ
費
却
さ
れ
て
い
呂
。
安
政
六
年
稲
作
か

ら
手
作
を
始
め
、
農
議
常
事
閉
山
詞
は
干
荷
一
駄
石
友
三
俵
等
白
費
用
で
あ
る
。

信
仰
交
際
費
の
増
加
は
法
事
が
二
度
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
七
月
と
極
月
の

姐
阿
商
へ
掛
掛
川
r
現
銀
支
出
白
半
ば
を
し
め
て
い
石
。
そ
の
内
容
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
主
と
し
て
衣
食
性
費
で
あ
る
。
政
リ
へ
は
米
販
賢
一
一
十
=
石

林
震
物
は
割
木
版
賀
政
入
で
あ
る
。
此
年
以
後
、
手
作
四
五
反
を
つ
づ

け
て
明
治
期
仁
入
る
。

つ
ぎ
に
、
関
家
白
場
合
を
筒
思
に
述
、
へ
ょ
う
。
文
化
十
三
年
「
直
蛍
陪

日
記
」
「
長
物
小
使
足
役
人
足
血
児
帳
」
に
よ
る
と
、
夫
白
通
で
あ
る
。
手

作
一
町
九
反
、
米
一
二
十
九
石
、
要
類
二
十
三
石
が
そ
の
牧
師
盟
で
あ
る
。

閲
家
文
化
十
三
年
の
現
銀
収
支

取

入



1 

銀

一
七
六
ニ
・
五
晶

一一

0
・

七
0
0
・

一
一
一
豆
七
二
・
主

(
約
五
十
円
}

穀
物
位
入

雑
枚
入

情
銀

現
銀
〆

4
1
m
作
料

支

出-

衣

食

住

費

五

六

回

・

豆

匁

2

操

業

生

産

費

五

じ

岡

・

3

信

何

吏

際

費

六

回

・

4

掛

梯

買

物

一

四

七

六

・

六

日

給

韓

国

九

コ

了

五

6

貸

銀

一

三

0
0
・

{

高

掛

金

納

不

明

(

溢

よ

物

六

O
匁
-Y
合
ム
)

7

買
租
{{

現

物

貢

租

(

コ

一

ナ

石

}

司

同

僚

〆

四

五

一

ユ

一

了

六

衣
食
住
費
中
マ
は
、
衣
服
費
百
入
十
一
匁
薬
代
六
十
入
匁
、
副
食
費
九

十
二
匁
串
が
み
ら
れ
、
信
仰
交
喋
費
は
比
較
的
少
な
い
が
、
調
岡
商
人
〈

の
掛
掛
買
物
代
が
多
〈
て
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
農
業
坐
産
費
は
一
町

九
瓦
の
手
作
に
し
て
は
少
な
〈
、
肥
料
代
主
百
三
十
四
匁
で
あ
る
。
給
銀

は
年
雇
給
銀
と
共
に
日
雇
賃
〔
早
乙
宜
、
閏
草
軍
需
)
も
含
ん
で
い
る
。

貢
租
は
米
納
年
貢
の
外
に
商
掛
銀
納
が
品
目
。
い
か
、
そ
の
金
額
は
朗
ら
か
で

な
い
。
「
大
阪
総
腫
物
六
十
匁
」
が
み
ら
れ
る
。
管
銀
一
貫
一
二
百
匁
‘
現

2 3 

輯

延
世
地
主
U
経
瞥

物
貸
と
レ
て
来
四
石
五
斗
「
策
委
」
「
耀
極
」
等
が
み
ら
れ
る
。
現
銀
収

入
は
来
阪
宣
四
十
四
石
(
手
持
米
自
七
割
八
分
)
雑
収
入
と
じ
て
家
賃
三

+
也
等
が
あ
る
。
か
く
て
、
小
作
米
五
十
石
、
手
作
二
町
の
刑
主
の
桝
慣

に
も
資
本
蓄
積
の
儀
裕
は
少
な
〈
、
封
建
貢
租
の
底
力
は
大
き
い
。

植

が

以
上
、
遠
山
家
及
び
闘
家
の
文
書
を
整
理
し
て
近
世
地
主
白
具
髄
的
な

)
例
を
あ
げ
て
み
た
切
で
あ
る
が
、
者
細
な
分
析
は
後
の
機
曾
仁
譲
り
た

い
。
要
す
る
に
、
一
百
般
車
保
期
を
契
機
仁
上
昇
し
に
本
百
姓
日
夜
落
す
る

農
民
厨
目
上
に
問
請
し
、
寄
生
地
主
化
の
傾
同
を
一
市
し
つ
つ
邑
完
全
に
寄

生
地
主
化
し
き
れ
な
い
ま
ま
で
止
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
範

間
町
商
人
地
主

D
準
出
を
み
た
明
治
期
に
押
入
っ
て
完
全
な
寄
生
地
主
と
な

る
も
の
で
あ
る
。

註。

1

大
堰
川
井
堰
及
び
堤
防
は
、
織
壁
時
代
に
作
ら
れ
、
徳
川
期
に
入
ヲ

τ
も
、
池
、
伏
樋
、
堤
防
甲
井
堰
の
修
理
事
領
主
山
内
按
曲
に
ま

AYτ

大
い
に
進
ん
だ
。
例
え
ば
河
原
尻
吋
七
梓
川
ヱ
事
、
貯
水
池
築
遣
は
慶

長
十
八
年
及
覚
女
五
年
で
あ
る
。
丸
、
数
十
閣
の
隠
道
工
事
た
る
伏
極

も
多
く
明
暦
、
寛
文
年
聞
で
あ
る
。
「
賞
村
古
往
今
掠
描
嬰
集
」
天
明

三
年
軍
馬
、
遠
山
泰
次
氏
時
間
、

E

慶
安
元
年
「
勝
林
島
村
改
め
」
勝
村
島
雌
有
文
書

「
副
部
会
七
十
五
間
内
六
問
隠
居
、
内
十
一
間
後
家
、
内
十
一
間
門

家
、
内
一
間
神
主
、

ー
第
七
十
絵

豆E

王

第
四
披



誼
世
地
主
白
線
脅

人
前
合
一
一
一
百
八
十
人

内
百
九
十
凶
人
男
内
三
十
三
人
男
他
所
に
居
申
僻

内
百
八
十
六
人
宮
内
三
十
九
人
女
他
所
に
居
申
慌
」

8

貞

享

五

年

勝

林

島

村

「

一

札

之

事

」

桂

信

次

郎

氏

擁

丹
祇
且
談
昭
和
二
十
七
年
特
輯
腕
、
拙
稿
参
照

4

享
保
宍
年
「
乍
恐
車
中
間
口
上
蛭
」

丹
諒
史
談
昭
和
二
十
王
年
特
輯
披
拙
稿
所
載

6
己
=
一
月
(
賓
暦
十
二
年
)
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恐
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書
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昭
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輯
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一
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二
日
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日
=
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分
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直
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丸

百
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匁
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廿
三
日
動
三
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六
日
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勤
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迄
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体
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残
固
十
六
人
宇
一
日
六
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代
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十
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匁
九
分

九
月
十
二
目
、
十
月
八
日
か
し
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残

七

匁

九
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四
匁
年
賀
一
ヰ
代
引

残
而
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匁
九
分
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旦
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-
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渡
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和
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士

一
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月
廿
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日
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日
夜
家
出
品
郡
保

安

町

喜

兵
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助

関
四
月
士
日
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大

E
二
十
二
日
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勤

〆
七
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王
人
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九
人
宇
体
=
引

六
十
五
人
宇
一
日
七
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ッ
、
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田
十
五
匁
八
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五
厘
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7
天
明
四
年
「
捧
闘
口
上
書
」

勝
村
島
国
有
女
書

内
容
「
村
内
に
博
突
が
柿
行
し
℃
困
る
白

で
軍
締
っ
て
ほ
し
い
」
と
由
連
判
献
。

文
政
一
一
年
「
村
中
俄
柏
之
定
」
同

安
政
=
一
年
「
定
γ
」
申
正
月
「
改
革
之
克
」
辱
由

村
法
対
多
い
。
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明
拍
十
王
年
戸
長
良
事
報
告
に
主
る
と
、
勝

林
晶
村
生
産
高
千
九
十
王
石
、
河
原
尻
村
=
千

三
石
で
あ
る
。
勝
梓
島
村
高
新
田
を
骨
L
て
六

百
二
十
石
、
貢
租
は
六
百
四
十
石
(
村
物
成
を

骨
し
て
)
、
従
っ
て
寅
際
心
買
租
負
摘
は
五
割

且
上
と
な
る
。
向
原
尻
村
高
千
二
百
六
十
石
、

ま
荒
を
ひ
い
て
買
租
(
村
物
成
を
合
め
て
)
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丸
百
石
で
あ
る
。
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っ
て
負
揚
串
は
四
割
五
分

と
な
る
ロ
と
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し
て
良
民
手
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は
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る
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